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大
正
十
年
十
二
月
の
黒
黙
観
測

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
　
川
　
龍
　
城

　
十
二
月
十
六
日
午
後
零
時
五
十
分
置
同
心
十
三
日
小
黒
黙

の
一
群
が
太
陽
面
上
に
出
現
し
た
の
を
獲
旨
し
た
か
ら
此
の

口
も
其
れ
を
四
折
の
望
遠
鏡
で
野
望
し
礼
ら
十
三
個
ば
か
り

の
小
黒
黙
の
本
影
が
大
凡
一
つ
の
孚
影
に
包
括
さ
れ
て
居
る

の
が
解
っ
た
。
其
の
際
山
本
助
漱
授
が
東
の
皐
月
に
二
個
稽

大
な
る
黒
黙
を
獲
見
さ
れ
π
か
ら
、
試
に
其
れ
が
見
え
す
な

る
迄
追
跡
し
た
の
が
、
此
の
託
録
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
。
挿

込
の
一
字
は
皆
日
附
を
示
す
。
本
日
の
分
の
縦
に
長
い
の
は

橡
に
あ
．
る
か
ら
で
、
本
當
は
圖
の
様
に
細
長
く
は
な
い
の
で

あ
「
る
。
（
第
四
＋
二
頁
上
圖
な
見
よ
）

　
十
九
日
午
前
倉
掛
三
十
分
。
前
日
見
た
｝
群
の
小
黒
黙
は

西
方
に
移
動
七
．
少
く
巴
も
十
六
個
の
本
影
部
を
鍛
へ
た
。

叉
中
央
に
⊥
ハ
個
ば
か
り
の
↓
群
も
見
え
幽
し
た
が
噛
今
は
其

等
に
就
い
て
の
記
録
は
止
め
、
昨
日
の
二
大
黒
房
の
溝
息
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ふ
ひ

吉
ふ
な
ら
ば
、
其
れ
は
丁
度
葵
の
葉
の
様
な
写
影
部
に
包
ま

れ
て
本
影
は
三
個
に
分
裂
し
た
。
そ
し
て
其
の
上
（
圖
は
上

下
左
右
聴
倒
し
て
居
る
）
に
四
個
ば
か
り
の
小
さ
い
景
物
が

添
へ
ら
れ
て
あ
っ
だ
。
宇
転
部
の
直
径
は
少
く
ε
も
地
球
の

其
れ
の
三
倍
以
上
は
あ
る
だ
ら
う
。

　
二
十
B
午
後
零
時
十
五
分
　
少
し
横
に
長
く
な
っ
た
の
は
、
原
形
の
鍵
化
で

な
く
・
申
心
に
近
づ
い
た
爲
め
で
あ
ら
う
。

　
二
十
園
日
午
前
十
一
時
　
天
氣
が
悪
く
十
分
見
え
な
か
っ
た
が
三
個
の
本
影

が
左
右
射
構
に
列
ん
で
居
る
。

　
二
十
二
日
午
前
中
圖
の
標
に
黒
い
部
分
が
一
方
は
二
個
、
他
方
ば
「
個
、

牛
影
部
に
蔽
に
れ
た
。

　
二
十
竃
日
午
前
十
一
時

　
二
十
四
日
午
前
十
一
時

　
二
†
穴
日
午
後
三
時
十
五
分
　
以
上
三
回
の
親
測
中
漸
次
西
方
に
動
き
、
務

細
長
く
見
え
る
世
豚
ド
な
っ
た
。

　
二
十
七
日
午
後
零
時
二
十
分
　
西
端
に
將
に
隠
れ
む
ミ
す
る
計
り
、
甚
だ
細

く
な
っ
て
終
っ
た
。
翌
日
は
も
う
見
え
な
か
っ
た
。

編
者
曰
く
。

　
目
下
、
太
陽
は
活
動
最
小
の
時
期
で
あ
る
に
か
㌧
は
ら
す
、
去
る
十
二
月
申

旬
以
來
、
多
大
の
黒
馳
や
自
斑
が
太
陽
面
上
に
現
は
れ
た
。
（
毎
臼
の
観
測
統
計

報
止
口
に
プ
レ
テ
ン
第
五
號
…
に
あ
ろ
。
）
ぬ
暴
都
脚
で
b
μ
古
川
氏
等
、
諏
訪
で
は
三
澤
茂

等
が
之
れ
な
観
測
ぜ
ら
れ
た
が
、
そ
の
中
で
・
特
に
面
積
の
大
き
な
黒
貼
に
つ

い
て
、
両
氏
が
別
々
に
綿
密
な
観
察
為
試
み
ら
れ
六
結
果
を
、
こ
㌧
に
讃
む
ご

亡
が
出
謬
る
の
ぼ
墨
田
深
い
こ
ミ
で
あ
ろ
。
第
二
二
頁
に
■
に
両
氏
の
ス
ケ
ソ
チ

が
並
べ
ら
れ
て
あ
ろ
。
そ
れ
為
両
々
相
く
ら
べ
て
見
ろ
ご
、
器
械
の
違
ひ
や
、

入
の
違
ひ
に
も
か
曳
は
ら
ず
、
殆
ん
ご
好
く
一
致
し
て
み
ろ
。
そ
し
て
、
天
氣

都
合
の
た
め
、
一
方
で
観
測
の
出
來
な
か
っ
た
時
、
弛
方
の
観
測
が
之
れ
葎
補

　
つ
て
み
ろ
有
檬
が
誠
に
面
白
い
。
吾
人
の
持
論
で
あ
ろ
通
り
、
天
禮
観
測
ざ
い

ふ
も
の
は
、
橘
脚
同
量
に
や
ら
な
け
れ
ゆ
μ
な
ら
な
い
ε
い
ふ
こ
ε
が
、
こ
」
に
一
最

も
明
白
に
示
さ
れ
て
み
る
の
は
意
味
が
深
い
。


